
平成 29年度 

名護市地域公共交通基礎調査業務 

観光ニーズアンケート調査の実施
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観光ニーズアンケート調査の実施

名護市の観光客のニーズを把握するため、名護市の宿泊施設を対象としたアンケート調査を実

施する。 

5.1 調査概要 

(1) 配布対象者 

以下の５つのホテルを対象に、宿泊施設滞在者を対象とした。

表 5-1 観光アンケート調査票の配布・回収状況 

ホテル 地区 

① カヌチャリゾート 字安部 

② ゆがふいん おきなわ 字宮里 

③ HOTEL Delfino NAGO 大南 

④ ホテル ルートイン名護 東江 

⑤ ホテル リゾネックス名護 字山入端 

(2) 配布・回収方法 

配付は留め置き方式により、回収はホテルに依頼して調査を行った。

各ホテル毎 100票のアンケート票を配布した。

(3) 調査期間 

調査期間は、11月中に２週間程度とした。
11/16配布、12/4・5回収
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(4) アンケート票

図 5-1 観光アンケート調査票 
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5.2 調査結果 

回収結果 

 77票の回収であった。
表 5-2 調査票の回収結果 

ホテル 回収 

カヌチャリゾート 6 

ゆがふいん おきなわ 24 

HOTEL Delfino NAGO 31 

ホテル ルートイン名護 1 

ホテル リゾネックス名護 15 

合計 77 

集計結果 

(1) 旅行目的 

 観光、業務がそれぞれ 30％程度となっている。

図 5-2 旅行目的 

(2) 主な交通手段 

 観光目的や、訪問目的においてレンタカー利用が多い。業務ではレンタカー以外の自

動車による移動割合が高い。 

図 5-3 主な交通手段 
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(3) 旅行人数 

 観光や訪問目的において、２名以上の割合が高くなっている。業務の場合は 1名が 8
割となっている。

図 5-4 旅行人数 

(4) 宿泊数 

 観光では３泊、訪問では２泊の割合が高くなっている。

 業務の場合は１泊が８割となっている。

図 5-5 宿泊数 
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(5) 訪問・訪問予定の観光施設 

 観光地ではすべての目的において沖縄美ら海水族館・海洋博公園が最も多く、観光で

は、次いで古宇利島、辺戸岬島等の回答が多い。市内の施設では、ナゴパイナップル

パークの訪問等が見られるが件数は多くない。 

 買い物・飲食施設では、道の駅許田が多くなっている。 

図 5-6 訪問・訪問予定の観光施設 
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(6) 公共交通手段を利用しない理由 

 公共交通を利用しない理由としては、自由に行動できないことが最も大きな割合とな

っている。業務目的では、目的地の時間がかかるという割合が高くなっている。 

 観光ではバスの情報がわからないという声も１割程度見られる。

図 5-7 公共交通手段を利用しない理由 
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(7) 観光地周遊バスの利用ニーズ 

 市内観光地を周遊するバスニーズとしては、条件付き含めると、観光、訪問目的にお

いて高い利用意向（観光７割、訪問 10割）がみられる。
 市内観光地と北部観光地の周遊バスの利用意向はほぼ同様の傾向となっている。 

1) 市内 

図 5-8 市内観光施設周遊バスの利用意向 

2) 北部地域 

図 5-9 北部地域観光施設周遊バスの利用意向 
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(8) 居住地 

図 5-10 アンケート回答者の居住地 

まとめ 

 名護市に宿泊する観光客の観光動向をみると、沖縄美ら海水族館・海洋博公園等、本

部町や、今帰仁村周辺の観光施設への訪問と、道の駅許田の利用がみられるが、名護

市内の観光地への訪問割合は低く、通過型の観光流動となっている。 

 公共交通を利用しない理由としては「自由に行動できないこと」が最も大きな割合と

なっている。 

 市内や北部地域の観光地を周遊するバスがあった場合には半数以上の高い利用意向

（条件つき含む）となっている。 

神奈川県, 5
埼玉県, 4東京都, 4山口県, 2

長崎県, 2

大阪府, 2

千葉県, 2

その他都道府県, 11

無回答, 24

沖縄市, 7

宮古島市, 1

那覇市, 9

名護市, 4

沖縄県, 21

居住地


